
３年生家庭学習中の心得  

 

沖縄水産高校生徒指導部  

【１】自宅学習の意義  

 

自宅学習は、日頃の学校を中心とした生活から離れ、４月からの就職･進学などの新生活に向け

た準備を行い、家庭で自主的、計画的に生活を営む為のものです。休み中は追試を抱えている生徒

は受験・合格に励み、卒業・進路の決定している生徒は就職・進学に向けての準備を行う為に目標

･計画を立て、規則正しい有意義な生活を送るように努めましょう。  

しかし、休暇中は解放感から深夜徘徊などの問題や交通事故なども懸念されます。下記の事項を

十分に守って、有意義な休暇にして下さい。  

 

【２】休み中の心得  

 

（１）家庭生活の心得  

 

① 家族や親戚、祖父母との時間をつくり、家

の手伝いをしっかりやろう。  

② 規則正しい生活をしよう。生活に『しまり』と『けじめ』をつけよう。  

③ 外出をする場合には、保護者の許可を得て、行き先、目的、帰宅時間、誰と一緒なのかを必

ず家族に伝えて外出しましょう。  

④ 午後１０時～翌日午前４時の夜間は『深夜』とされ、この時間帯に保護者以外との外出は沖

縄県青少年保護育成条例第９条で禁止されています。深夜徘徊や外泊は事件･事故などに巻き

込まれる可能性が高いのでしてはいけません。  

⑤ 見知らぬ人からドライブなどに誘われても車には絶対に乗らずきっぱりと断ろう。  

⑥ 飲酒･喫煙をはじめ、高校生として不健全、不健康な行為は絶対にやってはいけません。また、

友達にもさせないようにしよう。 

⑦ 酒類を提供する居酒屋、クラブ、カラオケ、パチンコ等の不健全な遊技場や娯楽施設等の未

成年者の立ち入り禁止の場所、及び喫煙客の多い場所への出入りは絶対にやめましょう。  

⑧ シンナー、麻薬、覚醒剤等については絶対に手を付けてはいけません。  

⑨ メールや出会い系サイト等による性非行が多発しています。そのような事件に巻き込まれな

いように甘い誘惑は断ち切り、細心の注意をしよう。 

⑩ 高校生だけのキャンプやペンション等への宿泊は禁止です。キャンプは必ず社会的に責任あ

る者の引率のもとで行うようにしましょう。  

 

（２）ＨＲ活動について  

 

① 休み中の活動については、ＨＲ担任や担当顧問とよく相談し、

その活動中はもちろんの事、登下校時においても事故を起こさ

ないよう、巻き込まれないように充分に気をつけよう。  

② 夜道は一人では帰宅しないようにしましょう。  



（３）交通安全について  

 

①自分の命を大切にするとともに、加害者にならないためにも交通規則を守り、安全歩行、安全

運転を心掛けましょう。  

②特に交通三悪である無免許運転、酒気帯び運転、スピード違反は絶対にしてはいけません。  

③交通事故は、深夜によく起きます。夜間のドライブやオートバイによるツーリング、暴走行為

は厳につつしみ、また交通事故に遭わないように気をつけましょう。  

④２人乗りや、オートバイの貸し借りはしてはいけません。  

⑤原付、オートバイを利用する時は、必ずヘルメットを着用しましょう。  

⑥自転車の運転や歩行者としての交通規則を守り、交通事故に遭わないように気をつけよう。  

 

（４）自宅学習中の登下校について 

 

① 休み中も登校する場合は、原則として制服を着用し、ＨＲ活動

で作業を行う場合は本校指定のジャージを着用する。  

※違反の場合は帰宅し、着替えてきてもらいます。  

② 自動車、自動二輪車、原動機付自転車など車両での登下校はし

てはいけません。  

※但し登下校以外でも制服を着用しての運転は登下

校と見なして扱います。  

③ 染髪や異装，ピアス等装飾品の着用、シャツ出しや制服の崩着、その他本校の身なり指導の

禁止事項に抵触する服装・身なりでの登下校や校内活動は認めません。  

※違反の場合には指導の対象とします。  

④ 校時中はむやみに校内を歩き回らない  

 

（５）身なりについて  

 

家庭学習期間を機に染髪したり、それまでの長い指導の過程

でせっかく直ってきているにも関わらず休み中のお洒落でまた

染髪したりといった行為によって『茶髪が直らない』、『髪が

傷んで染まらない』といった勝手な言い訳をする生徒が毎年い

ます。  

『家庭学習期間だからいいだろう』といった安易な考えで染

髪した場合には、やった本人の責任の下で厳しい指導の対象となります。  

但し、指導から逃げる、約束を破る、ごまかしている、いい加減に直している、充分に直り切っ

ていない等の行為があると家庭学習期間中でも登校して貰ったり、予行演習に出席させることがで

きなくなったりします。更にそういった指導に応じない場合には卒業式に参加させることはできま

せん。  

もし未だ色が残っている等充分に直り切っていないと判断された生徒はしっかりと直し卒業式

に臨ませて下さい。  

当日は生徒指導部職員が体育館入り口、卒業生控え場所でチェックを行います。晴れの日にお互

い嫌な思いをしたくないのは共通の思いです。ご家庭での指導をよろしくお願い致します。  


